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損傷低減を目的としたエネルギー吸収型 X型配筋 RC梁の開発  
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試験体を、図 2、表 1に示す。1/3 ｽｹｰﾙで、梁断面
が 200mm×400mm､内法寸法が 1000mm で、左右に主筋
定着用のｽﾀｯﾌﾞを有する以下の 3種とした。 
1) 一般的なﾎﾞﾝﾄﾞされた X型試験体、 
2) X 型異形鉄筋にﾜｯｸｽを塗布し、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌﾟﾚｰﾄで巻







加力装置、加力ｻｲｸﾙを図 3、4に示す。  
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変形成分が小さくなっている。   
図 8に各試験体の軸方向変形を示す。No.1,2では X
筋が降伏する 1/100から軸伸びが顕著であるが、端部
を断面欠損させた No.3では、軸伸びの累積がない。   
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図５ 1/100 時ひび割れ図  写真 1 1/67 時ひび割れ 
